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干潟面の穴の数による底生生物の生息量の評価
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はじめに

干潟に生息する鳥類は，ゴカイやカニなどの底生生物を食物としている（浜口 1 9 9 5）．し

たがって鳥類の生息環境として干潟を評価するうえで，底生生物の生息数を把握することは

重要なことである．しかし，このような調査を多くの人々の協力をえて全国的に行なう場

合，干潟でみられる底生生物すべてを採集して生息数を把握することはむずかしいため，よ

り簡便な手法をもちいることが必要である．

干潟の表面には大小さまざまな穴が数多くみられるが，これらはカニやゴカイがすむ巣穴

として知られている（秋山・松田 1 9 7 4）．そこで，干潟でみられる穴の数や大きさから，そ

こにすむ底生生物の量との関係について分析を試みた．そして，底生生物の生息数を評価

する簡便な手法として干潟の穴の数をかぞえる方法が利用できるかどうかを検討した．

調査地および調査方法

調査は，1 9 9 5 年 8月 1 3 日から 2 5 日に東京湾内の６か所の干潟で行なった（表１）．干潟

の底質のちがいによって生息する生物相が異なることを考慮し，各調査地で底質が比較的乾
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表１.  調査地と調査日時
Table 1.  Study sites and date.

調査地 調査日時 調査地所在地
Study site Study date Location

多摩川河口 1995.8.12 神奈川県川崎市および東京都大田区
Tama River mouth Kawasaki, Kanagawa Pref. and Ota, Tokyo

小櫃川河口 1995.8.14 千葉県木更津市
Obitsu River mouth Kisarazu, Chiba Pref.

谷津干潟 1995.8.15 千葉県習志野市
Yatsu Tideland Narashino, Chiba Pref.

行徳野鳥保護区 1995.8.17 千葉県市川市
Gyotoku Bird Protection Area Ichikawa, Chiba Pref.

船橋海浜公園 1995.8.19 千葉県船橋市
Funabashi Seaside Park Funabashi, Chiba Pref.

東京港野鳥公園 1995.8.25 東京都大田区
Tokyo Port Wild Bird Park Ota, Tokyo



いた場所，湿った場所，水のたまった場所でそれぞれ３地点ずつ，合計 9地点の調査地点

に 50×50 cm の方形区を設定した．これらの方形区内にみられる穴の数を，直径が 3 cm以

上，1～3 cm，0 . 2 ～1 cm，0.2 cm以下にわけてかぞえ，方形区の内側の泥を深さ20 cmまで

掘り出した．この深さは，シギ・チドリ類のなかでもっとも長いくちばしをもつ種が採食可

能な範囲を想定したものである．掘り出した泥はすぐに 1 mmメッシュのふるいにかけ，残っ

た生物をすべて採集した．採集した生物は，調査を行なった地点ごとにゴカイ，カニ，貝類

に分類して，それぞれの湿重量を測定した．カニは種によって，利用している穴の大きさも

異なると考えられるため，湿重量の測定は種ごとに行なった．

結果および考察

6か所の干潟で確認したおもな生物は，貝類，ゴカイ類，ヤマトオサガニ M a c r o p h t h a l m u s

j a p o n i c u s，コメツキガニ Scopimera globosa，チゴガニ Ilyoplax pusilla であった．これらのカニ

の甲幅（奥谷 1 9 9 4）を考慮したうえで，ヤマトオサガニは3 cm以上，コメツキガニおよびチ

ゴガニについては 1～3 cmの穴を利用していると仮定し，それぞれの湿重量と穴の数との

相関を求めた．ゴカイ類は現地での観察で体幅が 0 . 2 ～0.8 cmであったことから 1 cm以下

の穴の数との相関を求めた．

ゴカイは調査を行なった 54地点のすべてにおいて確認された．ゴカイ類と 1 cm以下の穴

の数を比較したところ，穴の数が多いほど重量が多いという正の相関がみられた（K e n d a l l

の順位相関係数, τ = 0.540, Z = -5.768, P < 0.05, N = 54：図１a）．ヤマトオサガニについても，

穴の数が多いほど重量が多くなる相関があった（τ = 0.413, Z = -2.544, P < 0.05, N = 20：図１

b）．コメツキガニおよびチゴガニについては，湿重量と穴の数とのあいだに有意な相関はみ
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図１.  ゴカイ類と1 cm以下の穴の数との関係 (a)，およびヤマトオサガニと3 cm以上の穴の数との関

係 (b)

Fig. 1.  Correlation between the weight of lugworms and the number of holes less than 1 cm (a) in
diameter within a 2,500 cm2 quadrat, and that of the weight of Macrophthalmus japonicus and the
number of holes over 3 cm (b).



られなかった（P > 0.05）．

以上の結果から，ゴカイ類およびヤマトオサガニについては穴の数からおよその生物量が

把握できると思われる．したがって生物の全数調査がむずかしい場合，より簡便な手法とし

て，底質の状態や穴の分布から干潟の環境が評価できるものと思われる．ただし，コメツキ

ガニやチゴガニなど小型のカニ類の生息数を評価するうえでは，1～3 cmの穴の数をかぞえ

ることでは不十分で，穴の大きさの区分をよりこまかくするなどの方法が必要と思われる．

この点は今後の調査で明らかにしたい．
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Assessment of the amount of benthos by substratum conditions
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The amount of benthos is important for shorebirds which inhabit tidal flats.  During 13 to

25 August 1995, we studied benthos and the distribution of holes in a Tokyo Bay tidal flat.

There was a significant correlation between lugworms and the number of holes, and between

the number of Macrophthalmus japonicus and the number of holes.  It seems that by counting

the number of holes on the tidal flat, is possible to roughly estimate the amount of lugworms

or Macrophthalmus japonicus.  This method is simple and can be used widely to estimate the

amount of benthos at tidal flats.
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